
(耐衝撃型スプリンクラーヘッド被水防止対策)
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（施工業者様へ）

ご施主様の方へは本書の内容をよくご説明頂きまして、お渡し下さいますようお願いいたします。

取扱い説明書

安全のために注意事項をまもらないと人身事故、水損事故、

消火不能事故になることがあります。注意
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　e-mail : info@aiesu-sp.com

被水防止板N用シーリングプレート

被水防止板Ｎ

ご使用の前に必ずお読み下さい。

　このたびは弊社耐衝撃型スプリンクラーヘッド用被水防止板Ｎをご採用下さい

まして、誠にありがとうございます。

　この取扱い説明書は、耐衝撃型スプリンクラーヘッド用被水防止板Ｎ（以下、

被水防止板Ｎともいいます）を正確かつ安全にご使用頂くための製品の取扱い方

と注意事項などにつき説明いたしております。

　本取扱い説明書は、梱包毎に1部ずつ入れております。

　被水防止板Ｎをご使用頂く前に本書全部をよくお読み下さいまして、ご理解の

後、ご使用下さいますよう、お願い申し上げます。

　この取扱い説明書は設置後の維持管理にも必要です。本書はいつでも見られる

　場所に大切に保管しておいて下さい。

　尚、被水防止板Ｎは消防法の適用下にあります。構造、性能はもちろん、設置

対象物、設置条件、施工、取扱い及び保守管理についてもその適用を受けます。
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被水防止板Ｎの取付け方法について

１.被水防止板N用シーリングプレートの表側加工

　・被水防止板N用シーリングプレートの表側より被水防止板Ｎを取付け

　　る位置の薄い□型の①の場所にマイナスドライバーの角等を利用し

　　穴を押し開けて下さい。　　

　（図Ａ参照）

    注意 穴を押し開ける際、安全に配慮して下さい。

表側より見た図

1

表側裏側

図Ａ

図Ｂ

1

２.被水防止板N用シーリングプレートの開口部確認

　　１.の加工後、完全に開口部が空いていることを確認して下さい。

　　不完全な場合、被水防止板Nの足が折れてしまうことがあります。

（図Ｂ参照）



図Ｃ 図Ｄ

引っ掛かっていることを確認して下さい。
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被水防止板Ｎの取付け方法について

３.被水防止板Ｎの取付け

　・１.２.で切込みを入れた場所に被水防止板Ｎで切込み部を押し

　　倒しながら（図Ｃ参照）　奥まで確実に挿入します。（図Ｄ参照）
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被水防止板Ｎの配置・設置について

４.被水防止板Ｎの効果範囲

　・被水防止板Ｎの効果範囲は約１５°です。

　　取付けの際、隣接スプリンクラーヘッドとの被水防止板Ｎの対向角度は

　　相互に約１５°以内でご使用下さい。

　　(図Ｅ参照)

被水防止板Ｎ 被水防止板Ｎ

　・隣接するスプリンクラーヘッドが複数ある場合はそれぞれが１５°以内と

　　なるように被水防止板Ｎを配置してください(図Ｆ参照)　

　　取付け穴は、15°ピッチで配置していますが２個連続して取付けると30°

　　配置となります。その場合には４５°の効果範囲となります(　　)　　

　・被水防止板Ｎを取付けたスプリンクラーヘッドの場合でも最小離間距離

　　が1ｍ以下とならないようにして下さい。　　



被水防止板Ｎの取付け方法について（Ｎ用ガード）

切断部分

切断部分

切断部分
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Ｎ用ガード

図Ｇ

図Ｈ
被水防止板Ｎ

５.Ｎ用ガードに被水防止板Ｎの取付け

　・基本的に「３．被水防止板Ｎの取付け」と同方法にて取付けること

　　ができます。

　　但し、幅の広い脚２か所（図Ｇ参照）の直近に取付ける必要がある

　　場合にのみ図Ｈの方法にて被水防止板Ｎの片方の羽を上下２枚切断

　　しご使用下さい。

　　

幅の広い脚

幅の広い脚
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被水防止板N
取付角度

隣接するヘッドの
配置角度

被水防止板N取付角度とヘッド配置角度の関係
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